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デートDVの効果的な予防対策について 

アイディア１ 

交際相手の行動について質問 

恋愛シュミレーションゲーム 
DVに該当するような事例を交える 

アイディア２ 

相性診断テスト 

DVの事例にYESの回答が出たら
それはDVであると伝える 

点数が低くなる 

相談窓口を示して相談を促す 

深刻な項目がYESになるとき 

知らず知らずにDVを行うとうまくい
かないようなストーリーを展開 

デートＤＶを行う人はモテない・かっこわるい！！！！ 
という意識を浸透させる。 

若年層が気軽にアクセスしたくなるようなものを利用 

目標 

より情報発信が必要 

実態調査 

デートDVに関するWebア
ンケートを実施。 
女性：７７人 男性：６９人 
交際経験あり 
女性：５０人 男性：２８人 

これまでにデートＤＶについて学
んだことはありますか。 

デートDVに関する 
学習機会の有無 

デートDVに関する 
学習経験が少ない 

次のそれぞれの行動について、あな
たは暴力と感じますか。（複数回答
可） 

次のような行動をしたことがあります
か。あてはまるものに○をつけてくだ
さい。(複数回答可) 

暴力への感度 

加害の経験 

行動の制限や精神的暴
力がDVであると認知し
ていない→男女間で考
え方が違う 
相互理解が必要 

交際相手のデートＤＶを誰かに相談
しましたか。した人は誰に相談しまし
たか。 

相談相手 

専門機関の認知 
あなたはデートＤＶなどについて専
門的に相談できる機関があること
を知っていますか。 

身近な人にしか相談
しないため、本質的な
解決に結びつかない 

専門相談機関の周知 


